
令和５年度「登録海上起重基幹技能者講習」及び「登録海上起重 

基幹技能者更新講習」に関する助成金制度(厚生労働省)のご案内 

一般社団法人 日本海上起重技術協会 

 

１．助成金の名称：人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース(経費助成・賃金助成)） 

２．支給対象者：中小建設事業主（雇用保険料率 18.5／1,000 の中小建設事業主） 

３．要件等 

(1) 中小建設事業主が受講料を負担して雇用する建設労働者に当該講習を受講させた場合 

(2) 受講者は雇用保険の被保険者である建設労働者（船員保険加入者は対象外） 

 

４．助成額 

講習の種類及び受講料 助成額（受講者１人） 

（雇用保険被保険者数２０人以下） 

助成額（受講者１人） 

（※雇用保険被保険者数２１人以上） 

「登録海上起重基幹技能

者講習」 

 

受講料 55,000 円(税込み) 

 

 

①経費助成･･･４１，２５０円 

（55,000 円の３／４） 

②賃金助成･･･１７，１００円 

（8,550 円×２日） 

助成額①＋②＝５８，３００円 

 

＊受講者が建設ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ技

能者情報登録者である場合の賃

金助成 9,405 円 

＊助成額は 100 円未満切り捨て 

※受講者の年齢３５歳以上の場合 

①経費助成･･･２４，７５０円 

（55,000 円の９／２０） 

②賃金助成･･･１５，２００円 

（7,600 円×２日） 

助成額①＋②＝３９，９００円 

 

＊受講者が建設ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ技能

者情報登録者である場合の賃金助

成 8,360 円 

＊助成額は 100 円未満切り捨て 

「登録海上起重基幹技能

者更新講習」 

 

受講料 25,300 円(税込み) 

 

 

① 経費助成･･･１８，９７５円 

（25,300 円の３／４） 

②賃金助成･･･８，５５０円 

（8,550 円×１日） 

助成額①＋②＝２６，１００円 

 

＊受講者が建設ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ技

能者情報登録者である場合の賃

金助成 9,405 円 

＊助成額は 100 円未満切り捨て 

※受講者の年齢３５歳以上の場合 

①経費助成･･･１１，３８５円 

（25,300 円の９／２０） 

②賃金助成･･･７，６００円 

（7,600 円×１日） 

助成額①＋②＝※１８，１００円 

 

＊受講者が建設ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ技能

者情報登録者である場合の賃金助

成 8,360 円 

＊助成額は 100 円未満切り捨て 

・オンライン講習は、経費助成の対象になりますが、賃金助成の対象にはなりません。 

・※の受講者の年齢が３５歳未満の場合の経費助成率は、７／１０となります。 

・生産性要件を満たした事業主に対しては、賃金助成の助成金が増額加算されます。詳し

い内容については、厚生労働省ホームページをご覧ください。 

 



  ５．支給手続 

○ 支給申請は、講習終了日の翌日から原則２ヶ月以内に申請を行うことが必要です。 

      「人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース（経費助成・賃金助成）〕支給申

請書（建技様式第３号）」及び「受講者名簿及び人材開発支援助成金（建設労働者技能

実習コース（経費助成・賃金助成））の助成金支給申請内訳書（建技様式第３号別紙１）」

並びに「添付書類」を都道府県労働局又はハローワークに提出してください。（支給申

請書の裏面に「添付書類」が記載されています。） 

なお、「登録海上起重基幹技能者講習」について書類提出の際、当協会発行予定の「修

了証」（写）は添付出来ない旨を担当者に説明してください。（理由：講習試験合格者

の発表が 12 月上旬を予定しており、合格者に対して発行する「修了証」は 1 月に発

送予定のため支給申請期限までに間に合いません。） 

 

○ 助成金の支給申請には、受講者について当協会（実施団体）の受講証明が必要です。 

＜別紙記載例参照＞ 

     (1) 講習終了後、「受講者名簿及び人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース（経

費助成・賃金助成））の助成金支給申請内訳書（建技様式第３号別紙１）」の①受講

者名簿の受講者氏名欄に受講者氏名を記入した書類（別紙の記載例参照）及び返信

用封筒（返送先住所等を記載し、84 円切手を貼ってください。）を同封して当協会

に郵送してください。 

         (2) 当協会が③-1 及び③-2 について記入、押印し、また、支給申請に必要な受講料の領

収書を一緒に送付します。    

 受講証明の送付先 

〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町１－３－８ ユースビル８階 

    一般社団法人 日本海上起重技術協会（担当：鈴木） ℡03-5640-2941 

        

・「人材開発支援助成金」に関するご質問等については、都道府県労働局若しくは 

ハローワークにお尋ねください。 

 

   ＜参考＞   

１．申請用紙は、「厚生労働省」のホームページに「人材開発支援助成金」に関する

申請用紙が掲載されています。 

また、協会ホームページよりダウンロードして使用することが出来ます。 

      ２．当協会が実施している「海上起重作業管理技士講習」及び「海上起重作業管理技

士更新講習」は、当該助成金制度の対象ではありません。 

 



（建技様式第３号別紙１）

令和5年10月19日

1,000 (９:３０～１７:００)

令和5年10月20日

1,000 (９:３０～１５:００)

令和5年10月19日

1,000 (９:３０～１７:００)

令和5年10月20日

1,000 (９:３０～１５:００)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

（注２）「②建設労働者技能実習コース（賃金助成）の助成金支給申請内訳」は、建設労働者技能実習コース（賃金助成）の支給申請を行う場合に記入してください。

（注３)「③-1受講証明」、「③-2受講証明」欄における学科時間、実技時間についてはそれぞれ受講した時間を記載してください。また、学科試験・実技試験の時間も含めてください。

　　　　学科試験・実技試験については、実施時刻、学科時間・実技時間に含まれます。

※1：（雇用保険被保険者が21人以上の中小建設事業主のみ）訓練開始日において35歳未満である者に○を記入してください。なお、35歳未満の者とは訓練開始日が35歳の誕生日の前々日である者です。

※2：建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）技能者情報登録者は○を記入してください。

(R5.4)

　事業主自ら技能実習を実施した場合は事業主が③
-1を記入してださい。③-2の記入は必要ありませ
ん。

（注１）この内訳書に記入するときは、裏面の注意事項を参照してください。

証明年月日　　　　　　　　　　　　　　        　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施機関名　　一般社団法人　日本海上起重技術協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　会　長　　寄　神　茂　之

（連絡先電話番号　　　　　０３－５６４０－２９４１　　　　　　　　　　　　）

※備　考

10

合　　計 日 日 円

③-2　　受　講　証　明

　　　　労働局長

　上記の者は、当社（団体）が実施した技能実習の受講者であり、上記の受講日（時間）の数を受講

したものであること及びカリキュラム全体の時間数の７割以上の時間を受講したことを証明します。

　また、裏面の２の（５）のロの（ⅱ）について、同意します。

円

　所属する建設事業主団体が技能実習を実施した場
合又は登録教習機関等に委託して技能実習を実施し
た場合は③-1及び③-2を訓練実施機関が記入し証明
をしてください。その際、裏面の２の（５）のロの
（ⅱ）について、確認してください。

9

8

7

6

3

5

4 〃

6

4.5

海上　二郎

6

4.52 〃

1 海上　一郎

＜「登録海上起重基幹技能者講習」の記載例＞

雇用保険
料率

資本金・出
資総額

常用労働者
数

建設業業許
可番号

①    受　　　　講　　　　者　　　　名　　　　簿
②　建設労働者技能実習コース（賃金助成）の助
成金支給申請内訳

③-1受　講　証　明

№ 受講者氏名

C
C
U
S
※

２ 所属事業所名 下請名簿番号

助成対象
日数

（日）

申請額
(左欄の日数×
日額単価）
　　（円）

3
5
歳
未
満
※
1

雇用保険
被保険者番号

※算定額（円）

労働局記載欄

受講者名簿及び人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース（経費助成・賃金助成））の助成金支給申請内訳書

学科
時間

実技
時間

実施年月日
(実施時刻)※2

受講
日数

（日）



（建技様式第３号別紙１）

令和5年9月1日

1,000 (９:３０～１５:５０)

令和5年9月1日

1,000 (９:３０～１５:５０)

令和5年9月9日

1,000 (９:３０～１５:５０)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

1,000 (  　:　  ～ 　 :  　)

（注２）「②建設労働者技能実習コース（賃金助成）の助成金支給申請内訳」は、建設労働者技能実習コース（賃金助成）の支給申請を行う場合に記入してください。

（注３)「③-1受講証明」、「③-2受講証明」欄における学科時間、実技時間についてはそれぞれ受講した時間を記載してください。また、学科試験・実技試験の時間も含めてください。

　　　　学科試験・実技試験については、実施時刻、学科時間・実技時間に含まれます。

※1：（雇用保険被保険者が21人以上の中小建設事業主のみ）訓練開始日において35歳未満である者に○を記入してください。なお、35歳未満の者とは訓練開始日が35歳の誕生日の前々日である者です。

※2：建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）技能者情報登録者は○を記入してください。

(R5.4)

　事業主自ら技能実習を実施した場合は事業主が③
-1を記入してださい。③-2の記入は必要ありませ
ん。

（注１）この内訳書に記入するときは、裏面の注意事項を参照してください。

証明年月日　　　　　　　　　　　　　　        　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施機関名　　一般社団法人　日本海上起重技術協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　会　長　　寄　神　茂　之

（連絡先電話番号　　　　　０３－５６４０－２９４１　　　　　　　　　　　　）

※備　考

10

合　　計 日 日 円

③-2　　受　講　証　明

　　　　労働局長

　上記の者は、当社（団体）が実施した技能実習の受講者であり、上記の受講日（時間）の数を受講

したものであること及びカリキュラム全体の時間数の７割以上の時間を受講したことを証明します。

　また、裏面の２の（５）のロの（ⅱ）について、同意します。

円

　所属する建設事業主団体が技能実習を実施した場
合又は登録教習機関等に委託して技能実習を実施し
た場合は③-1及び③-2を訓練実施機関が記入し証明
をしてください。その際、裏面の２の（５）のロの
（ⅱ）について、確認してください。

9

8

7

6

3

5

4

4.5海上　三郎

4.5

4.52 海上　二郎

1 海上　一郎

＜「登録海上起重基幹技能者更新講習」の記載例＞

雇用保険
料率

資本金・出
資総額

常用労働者
数

建設業業許
可番号

①    受　　　　講　　　　者　　　　名　　　　簿
②　建設労働者技能実習コース（賃金助成）の助
成金支給申請内訳

③-1受　講　証　明

№ 受講者氏名

C
C
U
S
※

２ 所属事業所名 下請名簿番号

助成対象
日数

（日）

申請額
(左欄の日数×
日額単価）
　　（円）

3
5
歳
未
満
※
1

雇用保険
被保険者番号

※算定額（円）

労働局記載欄

受講者名簿及び人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース（経費助成・賃金助成））の助成金支給申請内訳書

学科
時間

実技
時間

実施年月日
(実施時刻)※2

受講
日数

（日）




